
゜ 

○ 親、家族の方が強い場合 

③,④ 親の高齢化、抱え込み 

・ 本人の苛立ちが増え、こだわり、自傷が激しくなる。 

・ 外への興味が薄れ、家に閉じこもりがちになる。 

・ 家の中にいるのが嫌で、家出や、外泊を続ける。 

・ 親による虐待、親が支援を拒否 

 

 

○ 本人の方が強い場合 

・ 親への暴力(DV、虐待) 

・ 金銭面で無理を言う(電話、ネット、ショッピング等) 

 

・ 親は怖いので言うことを聞くが、一緒に生活するのがしんどくなる。 

・ その親の態度を見て、本人も苛立ちが増し、要求がエスカレートす

る。 

 

○ その他の問題 

・ 親が高齢化し、親にも介助が必要 

・ 複数の障がい者を養育、結婚・妊娠 

相 
 

 
 

 

談 
一般の 
家族 

独立 

障がい者と

暮らす家族 

家族と 
同居 

入所施設・精神

病院の利用 

○ 相談しながら生活ができない 

・ 金銭管理ができない   ・ 家の掃除ができない(非衛生、ゴミ屋敷) 

・ 片づけさせない   ・ 健康面での管理ができない ・ 騙される 

・ 行動の制止が利かない  ・ ヘルパー、看護師を入れさせない 

○ 近隣との関係が難しい 

○ 触法問題 

地域 

○ 関係支援 

・ 相談者が本人との関係を作っていく 

・ 地域、家族との関係調整 

 

○ 福祉サービスの導入 

・ 福祉サービスを本人が受け容れる 

・ ヘルパー派遣→日中施設の利用 

・ ヘルパー、施設職員等支援者との関係づくり。見

守りの体制作り(地域生活の拠点作り) 

 

○ 健康管理、金銭管理等生活上の問題を本人と相

談しながら解決していく 

 

○ 後見人の申請、安心サポートの利用 

○ 本人のエンパワメント、セルフマネージメント 

相談支援 

親の意向に従って決定 

(親亡き後が心配だから) 

親が疲れて

入所、入院

させる 

本人の意思が

通った場合 

独居 

相談支援者が本人、家族との関係を作っていく 

自立して
同居 

成 

長 

に 

伴 

う 

変 

化 

ケア 

ホーム 

同 居 

家族 、 本

人の状況

に 応 じ た

相談支援

のあり方 

☆経済的安定 

(年金、生保) 

☆医療 ☆教育 

☆就労の支援 

☆文化・娯楽 

☆地域・社会参加 

☆家族の安定 

生保、年金の申請 

安心サポートの利用 

医療、教育の相談 

就労支援 

余暇支援 

地域活動 

家族関係・住宅 

後見人 

関係調整によ

る解決 

本人と家族との関係のゆがみ 

緊急の相談 

自立に向けての計画的相談 

狭義の相談→サービス調整 

広義の相談→生活全般の支援 

 

   

   

        

 

        

            

社会関係 
本人・家族       制度 

 

支援者 

障がい者地域自立支援協議会 

支援ネットワーク 公私共同 

相談支援のプロセス 

独 居 ケア 
ホーム 

 

相談支援 
制度の改革 

○ 制度利用の問題 

①同意がないと入院

できない 

②介護保険との併用

の問題 

⑤ALS の人への援助 

困難ケース 

・ 触法、障害受容 

・ 支援受け入れない 

・ 性的問題 

ショートステイ 

地域移行・定着支援 


